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▼夏休みが明けました。まずは、児童に怪我や
事故、大病等がなかったことに安堵しました。
▼初日の朝、いつものように国道沿いに立ち、
登校の様子を確認するとともに、初日というこ
ともあり、朝の目覚めや体の調子、気分等につ
いて声をかけてみましたが、総じて、登校を心
待ちにしていた児童が多い様子でした。▼その
ような中、３年生の岩元翔音（かのん）君のや
る気・元気は際立っていました。私が「おはよ
う。朝はすっきりと目が覚めましたか。」と声
をかけると、間髪入れず「はい、５時半に起き
ました。」と大声で返してくれました。▼学校
に勤めていると、児童に元気をもらうような場
面には毎日のように出くわしますが、翔音君の
おかげで、私も、２学期の後半を爽やかな気持
ちでスタートさせることができました。▼その
後、このエピソードは全校集会でも紹介し、翔
音君にあやかるように促したところです。▼素
直でかわいらしく個性豊かな児童でいっぱいの
野尻小学校。皆がすくすくと育つよう、引き続
き職員一丸となって取り組んでまいります。 

 

【今年の運動会】 

▼学校から発出した文書で確認されたかと思いま
すが、新型コロナウイルスの影響で、これまでに
ない形での運動会となります。▼感染防止の観点
から、種目の精選をはじめとした時間短縮措置、
いわゆる「密」を回避するための手立て、消毒の
徹底等々…どうにか方針を固めることができまし
た。▼基本的な考え方は、安全を最優先しつつ、
児童の活躍や発表の場面を最大限確保することで
す。これがなくなってしまったら開催する意味が
ありません。▼学校とＰＴＡ役員の皆さんとで何
度も協議し、検討した結果、様々な防疫措置を講
じながら、児童のリーダーによる応援や開閉開式
での児童が登壇する場面、棒踊り、６年生の親子
団技等も行うことにしました。▼半日での開催と
はなりますが、皆さんの知恵とご理解のおかげで
密度の濃い、意義ある運動会ができそうです。▼
児童は毎日一生懸命に練習しています。当日は応
援をよろしくお願いします。 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
※運動会で新型コロナウイルス感染症が広がるこ
とは避けなければなりません。参観に際しては、
特に参加者に関する判断・配慮など、案内文書中
に記載した留意事項の徹底をお願いします。 

 

【お礼】 
▼１学期後半のスタートに際し、保護者の皆さん
には、概ね一週間、登校時の見守りをしていただ
きました。登校班と一緒に歩いて登校してくださ
る方も多く、児童も嬉しそうでした。朝のお忙し
い時間帯にありがとうございました！(^^) 

 

【棒踊り練習再開！】 
▼運動会での発表に向けて、５・６年生が、早速、
棒踊りの練習を再開しました。▼私が見たところ
では、振り付けはほぼ覚えている様子で、今は、入
場も含めて屋外での練習に取り組んでいる段階の
ようですが、全体での動きの統一やメリハリなど、
今後更に磨きをかけ、精度を高めていく必要があ
りそうです。▼新地馬場棒踊り保存会の皆さんに
は、毎回熱心にご指導いただいております。心より
お礼申し上げます。 

 

【学習支援ボランティア再開！】  
▼学校再開とともに、学習支援ボランティアの皆
さんによる支援も再開させていただきました。▼
毎日、朝９時頃に来校いただき、プリント等のまる
付けや運動会関連の道具作成等、幅広くご対応い
ただいています。毎日、概ね午前中いっぱい活動い
ただいていますが、協力いただく人材の数も徐々
に増え、ありがたく思っております。▼現時点で、
基本的に、下表のとおり来校いただいています。 
 

月 火 水 木 金 

３名 ５名 ２名 ３名 ３名 
 
※ボランティアに協力いただける方がいらっしゃ
いましたらご一報ください。 

 
【避難訓練（地震想定）】  

▼９月１日の「防災の日」に合わせて実施しま
した。雨のため屋内での訓練となりましたが、
児童は皆まじめに取り組んでいました。▼講評
の中で、児童に「南海トラフ地震で津波が発生
したら野尻に影響はあるか？ないか？」との質
問をしたら、意外にも、ほとんどの児童が「あ
る」に挙手しました。続けて理由を尋ねると、
６年生の松元音弥（おとや）君が、平野部から
多くの人が避難してくるのではないかと予想し
て、そこから派生する影響について考えを述べ
てくれました。▼自分の身を守ることが第一で
すが、そうした、実際に起きるかもしれないこ
とを多面的に想像し、心づもりしておくことは、
小学生といえども大切ではないかと思います。
▼全校の前で発言してくれた音弥君の勇気と積
極性、思考力に感心しました。 

 

【来校！地域と連携した取組参観】 
▼北諸県地区と西諸県地区の小中学校を管轄する
南部教育事務所という県の機関がありますが、こ
この連携推進アドバイザー等が来校され、「棒踊
り」と「学習支援ボランティア」の活動の様子を
参観されます。野尻小学校独自の特色ある取組を
広く発信する契機になればと考えています。▼訪
問は、９月１５日（水）の予定です。    
✎学校のホームページを随時更新していますので
ご覧ください。  
―――――――――――――――――――――― 
✍訳あって、２か月に一度、体重のチェックを受け
ています。盆休みあたりの生活習慣が影響し、気が
付けば体重が激増。慌てて減量に取り組み、一気に
６キロ落としました。一週間で６キロはかなり無
理があります。皆さんまねしないでください。(XX) 

力･光･誉 
心を磨き 技を練り 

校長 児玉善彦 


